
全 国 市 議 会 旬 報 第 2208 号（1）令和４年 10月 25日号

令和4年
（２０２２年）
毎月３回５の日に発行

発行　全国市議会議長会

1０月２５日

〒１０２-００９３
東京都千代田区平河町２-4-２
代表 TEL ０３ （３２６２） 5２３4
旬報 TEL ０３ （３２６２） ２３０９
発行人　橋 本　嘉 一
https://www.si-gichokai.jp 議長会HP

2208

本
会
は
、
令
和
３
年
の
「
市
議
会
議
員
定
数
に
関
す
る
調
査
結
果
」「
市
議
会
議
員

報
酬
に
関
す
る
調
査
結
果
」
を
取
り
ま
と
め
た
。
議
員
実
数
、
定
数
と
も
前
年
よ
り
減

り
、
実
数
は
15
年
連
続
で
の
減
少
と
な
っ
た
。
報
酬
は
、
議
長・副
議
長・議
員
い
ず
れ

も
一
昨
年
と
同
水
準
と
な
っ
た
。
両
調
査
は
、
同
年
1２
月
31
日
現
在
の
状
況
に
つ
い
て

全
国
８
１
５
市
区
を
対
象
に
実
施
、
調
査
結
果
は
本
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
る
。

本 会

議
員
実
数

議
員
実
数  

1515
年
連
続
減
少

年
連
続
減
少

定
数
・
報
酬
に
関
す
る
調
査
結
果

定
数
・
報
酬
に
関
す
る
調
査
結
果

議
員
実
数
の
状
況

議
員
実
数
の
状
況

定
数
に
関
す
る
調
査
結
果

定
数
に
関
す
る
調
査
結
果

令
和
３
年
1２
月
31
日
時
点

で
の
全
国
８
１
５
市
区
議
会

議
員
の
実
数
は
１
万
８
６
８

２
人
（
１
市
あ
た
り
２２
・
９

人
）。
前
年
調
査
の
実
数
１

万
８
８
０
３
人
（
１
市
あ
た

り
２3
・
１
人
）
と
比
較
す
る

と
議
員
実
数
は
１
２
１
人
、

１
市
あ
た
り
平
均
が
０
・
２

人
の
減
と
な
っ
た
。

平
成
２9
年
か
ら
令
和
３
年

ま
で
の
直
近
５
年
間
の
議

員
実
数
の
推
移
（
グ
ラ
フ

参
照
）
を
見
る
と
、
２9
年

に
１
５
６
人
減
、
30
年
に

１
４
７
人
減
と
１
０
０
人
を

超
え
る
実
数
減
が
続
き
、
令

和
元
年
か
ら
減
少
す
る
実
数

が
少
な
く
な
っ
て
い
た
も
の

の
、
再
び
１
０
０
人
超
の
議

員
実
数
減
と
な
っ
た
。

実
数
は
合
併
特
例
法
に
基

づ
く
在
任
特
例
や
定
数
特
例

を
適
用
す
る
市
が
多
か
っ
た

平
成
18
年
の
８
０
２
市
区
２

万
４
６
０
８
人
以
降
毎
年
減

少
し
続
け
て
お
り
、
15
年
で

５
９
２
６
人
の
減
少
と
な
っ

た
。調

査
時
点
の
８
１
５
市
区

議
会
議
員
の
定
数
は
合
計

１
万
８
９
６
４
人
（
１
市
あ

た
り
平
均
２3・３
人
）。

議
員
定
数
の
状
況

議
員
定
数
の
状
況

前
年
の
１
万
９
０
５
６
人

（
１
市
あ
た
り
２3・４
人
）
に

比
べ
9２
人
の
減
と
な
っ
て
お

り
、
議
員
実
数
と
同
様
に
近

年
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る

（
グ
ラ
フ
参
照
）。

各
市
区
ご
と
の
定
数
の
増

減
で
は
、
43
市
で
前
年
か
ら

定
数
が
減
少
し
た
（
最
大
の

減
少
幅
は
４
人
）。
一
方
、

定
数
が
増
え
た
市
区
は
な

か
っ
た
。

18,500

19,000

19,500

32令和元30平成 29

■ ･･･････ 議員定数

■ ･･･････議員実数

19,398（-123）

19,292（-106）

19,099（-193)

19,056（-43)
18,964（-92）

（年）

（人）

19,100（-156）

18,953（-147）
18,873（-80）

18,803（-70）
18,682（-121）

グラフ　議員実数・定数の推移（直近5年）

※調査結果（過去分含む）を基に本紙が作成
※（　）は前年との差

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

本
会
は
10
月
19
、２0
両
日
、

長
野
市
の
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー

ル
で
「
第
17
回
全
国
市
議

会
議
長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催
し
た
。

今
回
の
大
会
テ
ー
マ

は
、「
デ
ジ
タ
ル
が
開
く

地
方
議
会
の
未
来
」。
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

や
課
題
討
議
を
通
じ
て
、

地
方
議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
現
状
・
課
題
と
将
来
の

可
能
性
や
、
現
場
の
具
体

的
な
取
組
な
ど
に
つ
い
て

討
議
し
た
。

近
く
、
本
紙
で
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
概
要
を
お
伝

え
す
る
。

デジタルが開く地方議会の未来デジタルが開く地方議会の未来
研究フォーラム研究フォーラム inin  長野長野第第 1717 回回

【
２
面
へ
続
く
】
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議
会
人
事

報
酬
の
平
均
額

報
酬
の
平
均
額

報
酬
に
関
す
る
調
査
結
果

報
酬
に
関
す
る
調
査
結
果

正
副
議
長
と
議
員
の
報
酬

月
額
に
つ
い
て
調
査
し
、
ま

と
め
た
。

令
和
３
年
の
議
長
報
酬
の

全
国
平
均
は
約
51
・
８
万
円

で
、前
年
か
ら
約
０・３
万
円

の
増
で
、
一
昨
年
と
同
額
と

な
っ
た
（
百
円
単
位
以
下
四

捨
五
入
）。副
議
長
報
酬
は
約

45・８
万
円
、議
員
報
酬
は
約

4２・３
万
円
で
、同
じ
く
一
昨

年
と
同
水
準
と
な
っ
た
（
前

年
比
約
０・３
万
円
の
増
）。

直
近
８
年
の
本
会
の
調
査

で
は
、
議
長・副
議
長・議
員

の
報
酬
月
額
は
令
和
２
年
の

調
査
で
７
年
ぶ
り
の
減
額
と

な
っ
た
も
の
の
、
令
和
３
年

で
は
い
ず
れ
も
一
昨
年
と
同

水
準
と
な
っ
た
（
表
①
参

照
）。
こ
れ
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
財

源
の
一
助
と
し
て
一
部
の
市

で
減
額
さ
れ
て
い
た
報
酬
の

復
元
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ

れ
る
（
表
赤
枠
参
照
）。

人
口
段
階
別
の

人
口
段
階
別
の

平
均・最
高・最
低
額

平
均・最
高・最
低
額

本
会
は
、
議
長
と
副
議
長

お
よ
び
議
員
報
酬
に
つ
い

て
、人
口
別
の
平
均
額・最
高

額
・
最
低
額
を
左
下
表
②
に

ま
と
め
た
（
前
年
か
ら
増
額

の
区
分
は
表
内
を
黄
色
で
表

し
て
い
る
）。

人
口
段
階
別
の
平
均
報
酬

月
額
を
見
る
と
、
人
口
規
模

「
5
万
人
未
満
」
か
ら
「
40

～
50
万
人
未
満
」
の
市
と
政

表①　議長・副議長・議員の平均報酬の推移（直近8年）

令和3年 令和2年 令和元年 平成30年 平成29年 平成28年 平成27年 平成26年
議　長 51.8 51.5 51.8 51.7 51.7 51.7 51.5 51.3
副議長 45.8 45.5 45.8 45.7 45.7 45.6 45.5 45.3
議　員 42.3 42.0 42.3 42.2 42.2 42.1 42.0 41.8
※調査結果（過去分含む）を基に作成
※黄色＝前年比増　青色＝前年比減
※100円単位以下四捨五入

（単位：万円）

市区数
議　長 副議長 議　員

平均 最高額 最低額 平均 最高額 最低額 平均 最高額 最低額
5万人未満 287 41.5 54.5 23.0 35.9 48.6 20.0 33.4 45.0 18.0

 5～10万人未満 246 48.1 73.7 34.8 42.5 65.3 28.5 39.7 59.1 26.6
10～20万人未満 148 55.5 76.0 43.8 49.7 67.0 38.6 46.3 62.0 36.0
20～30万人未満 39 63.6 75.8 50.5 57.5 70.8 46.0 53.7 66.4 43.5
30～40万人未満 26 69.3 79.0 62.5 63.5 72.0 55.5 59.4 66.0 51.5
40～50万人未満 19 73.7 82.7 64.0 66.9 74.8 58.0 62.1 70.0 55.0

50万人以上 7 76.6 82.3 73.2 69.5 74.7 65.4 64.2 68.6 61.0
特別区 23 91.6 95.6 85.6 78.6 80.9 75.6 60.8 62.1 58.9

指定都市 20 96.4 117.9 77.9 86.8 106.1 70.3 79.3 95.3 64.8
全国平均 815 51.8 45.8 42.3

表②　議長・副議長・議員報酬人口段階別平均・最高・最低額

※調査結果（過去分含む）を基に作成
※黄色＝前年比増
※100円単位以下四捨五入

（単位：万円）

令
指
定
都
市
で
議
長
・
副
議

長
・
議
員
の
全
て
が
前
回
か

ら
増
額
、「
50
万
人
以
上
」
の

市
と
特
別
区
で
は
横
ば
い
と

な
っ
て
い
る
。

▼
議
長

▽
あ
き
る
野
　
村
野
栄
一

	

（
7・２8
）

▽
成
田	

荒
木
　
博（
9・２
）

▽
柏	

円
谷
憲
人（
9・２
）

▽
有
田	

西
口
正
助（
9・２
）

▽
小
矢
部	

義
浦
英
昭（
9・6
）

▽
安
芸	

德
久
研
二（
9・1２
）

▽
土
佐
清
水
　
細
川
博
史

	

（
9・14
）

▽
松
原	

森
田
夏
江（
9・16
）

▽
綾
部	

種
清
喜
之（
9・２0
）

▽
高
砂	

今
竹
大
祐（
9・２0
）

▽
大
洲	

桝
田
和
美（
9・２1
）

▽
香
美	

山
本
芳
男（
9・２6
）

▽
本
巣	

大
西
德
三
郎（
9・２7
）

▽
摂
津	

福
住
礼
子（
9・２7
）

▽
座
間	

荻
原
健
司（
9・２8
）

▽
沖
縄	

瑞
慶
山
良
一
郎

	

（
9・２8
）

▽
桜
川	

萩
原
剛
志（
9・２9
）

▽
守
山	

筈
井
昌
彦（
9・２9
）

▽
稲
沢	

出
口
勝
実（
9・30
）

▼
副
議
長

▽
知
立	

神
谷
文
明（
8・２6
）

▽
妙
高	

髙
田
保
則（
9・1
）

▽
成
田	

飯
島
照
明（
9・２
）

▽
柏	

岡
田
智
佳（
9・２
）

▽
小
矢
部	

山
室
秀
隆（
9・6
）

▽
秦
野	

八
尋
伸
二（
9・6
）

▽
安
芸	

小
松
　
進（
9・1２
）

▽
東
根	

原
田
利
光（
9・16
）

▽
金
沢	

麦
田
　
徹（
9・16
）

▽
松
原	

中
田
靖
人（
9・16
）

▽
綾
部	

松
本
幸
子（
9・２0
）

▽
大
洲	

児
玉
康
比
古（
9・２1
）

▽
小
牧	

河
内
伸
一（
9・２２
）

▽
香
美	

村
田
珠
美（
9・２6
）

▽
前
橋	

須
賀
博
史（
9・２7
）

▽
本
巣	

髙
田
浩
視（
9・２7
）

▽
摂
津	

光
好
博
幸（
9・２7
）

▽
長
野	

手
塚
秀
樹（
9・２8
）

▽
座
間	

熊
切
和
人（
9・２8
）

▽
桜
川	

市
村
　
香（
9・２9
）

▽
守
山	

森
重
重
則（
9・２9
）

▽
沖
縄	

藤
山
勇
一（
9・２9
）

▽
稲
沢	

木
全
信
明（
9・30
）

▼
事
務
局
長

▽
阿
賀
野	

保
科
和
文（
4・1
）

▽
加
賀	

柴
田
義
徳（
4・1
）

▽
足
利	

福
田
優
子（
4・1
）

▽
知
多	

永
井
智
仁（
4・1
）

▽
あ
ま	

石
田
賢
治（
4・1
）

▽
亀
岡	

井
上
幸
子（
4・1
）

▽
新
見	

後
藤
吉
明（
4・1
）

▽
唐
津	

林
山
弘
美（
4・1
）

▽
糸
満	

兼
城
浩
康（
4・1
）

▽
杉
並	

内
藤
友
行（
9・２1
）

▽
尾
花
沢	

斎
藤
健
司（
10・1
）

▽
那
珂	

会
沢
義
範（
10・1
）
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地
方
六
団
体
は
10
月
4

日
、
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ

ル
発
射
に
対
し
、
厳
重
な
抗

抗 議 文

本日、朝鮮民主主義人民共和国が強行した
弾道ミサイルの発射は、日本、アジアだけでなく
国際社会の平和と安全を脅かす、決して許せな
い蛮行である。

我が国の国民の生命、身体、財産、領海・
領土の安全を脅かし、航行・操業する船舶や漁
船、航空機に対し重大な危険を及ぼす行為は断
じて容認できない。また、国連における強い制裁
措置の決議を無視し、一連の国連安保理決議
に反する行為を繰り返す行動に対し、我が国の
国民は極めて強い憤りと不安を覚えている。

ここに、我が国の地方自治体を代表して、弾
道ミサイルの発射に対して厳重に抗議するととも
に、日本及び国際社会の平和・安全を脅かす
挑発行為を即刻中止し、拉致被害者を即時帰
国させ、世界の恒久平和の実現に向けて誠意
を持って対応することを強く求める。
令和４年（２０２２年）１０月４日
朝鮮民主主義人民共和国
国務委員会　金　正恩　委員長

日本国　地方六団体
全国知事会会長 平井伸治
全国都道府県議会議長会会長 柴田正敏
全国市長会会長 立谷秀清
全国市議会議長会会長 清水富雄
全国町村会会長 荒木泰臣
全国町村議会議長会会長 南雲　正

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

西田国交大臣政務官（左から６人目）

菅家自民党国交部会長代理（左から６人目）

石橋高速協会長
（相馬市）

監査報告する寺坂監事
（鳥取市）

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議

会
協
議
会
（
会
長
＝
石
橋
浩

人
相
馬
市
議
会
議
長
）
は
10

月
６
日
、
全
国
都
市
会
館
で

第
１
回
理
事
会
を
開
催
。
①

建
設
促
進
②
安
全
対
策
の
推

進
③
高
速
道
路
の
機
能
向
上

と
利
便
性
の
拡
大
④
料
金
制

度
―
の
４
項
目
を
柱
と
す
る

要
望
書
を
決
定
し
た
。

冒
頭
、
石
橋
会
長
は
「
未

開
通
区
間
や
暫
定
二
車
線
区

間
が
多
く
残
る
状
況
、
老
朽

化
対
策
や
防
災
機
能
の
強
化

な
ど
の
課
題
を
踏
ま
え
、
今

後
と
も
積
極
的
な
要
望
活
動

を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

講
師
説
明
で
は
、
国
土
交

通
省
道
路
局
高
速
道
路
課
の

依
田
秀
則
高
速
道
路
事
業
調

整
官
が
「
高
速
道
路
を
取
り

巻
く
最
近
の
情
勢
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
解
説
し
た
。

続
い
て
、
令
和
３
年
度
決

算
に
つ
い
て
寺
坂
寛
夫
監
事

（
鳥
取
市
議
会
議
長
）
か
ら

監
査
結
果
報
告
が
あ
り
、
こ

れ
を
了
承
。
来
年
２
月
開
催

の
第
49
回
定
期
総
会
に
提
出

す
る
と
し
た
。

協
議
で
は
、
高
速
道
路
建

設
・
整
備
促
進
等
に
関
す
る

要
望
書
を
原
案
の
通
り
決
定

（
本
会
Ｈ
Ｐ
掲
載
）。
地
元
選

出
の
国
会
議
員
ら
に
要
望
活

動
を
行
う
と
し
た
。

理
事
会
終
了
後
、
正
副
会

長
・
監
事
・
相
談
役
は
政
府
・

与
党
に
対
し
て
要
望
活
動
を

実
施
。
西
田
昭
二
国
土
交
通

大
臣
政
務
官
、
菅
家
一
郎
自

由
民
主
党
国
土
交
通
部
会
長

代
理
に
面
談
し
、
要
望
書
を

手
交
の
上
、
要
請
を
行
っ
た
。

議
の
意
を
表
す
る
た
め
、
抗

議
文
を
発
表
し
た
（
左
掲
）。

声
明
は
、
北
朝
鮮
に
よ
る

弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
し

て
厳
重
に
抗
議
し
、
挑
発
行

為
の
即
時
中
止
を
求
め
る
と

と
も
に
、
拉
致
被
害
者
の
即

時
帰
国
を
強
く
求
め
て
い

る
。

北
朝
鮮
へ
抗
議

北
朝
鮮
へ
抗
議

••••••••••••••••••••••••••••••••••

地 方
六 団 体

弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
で

弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
で

高
速
協

高
速
協  

第
１
回
理
事
会

第
１
回
理
事
会

高
速
道
路
建
設・整
備
求
め
て
要
望

高
速
道
路
建
設・整
備
求
め
て
要
望
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議

長

の

話

議

長

の

話

境

港

市

部
会
長
市
紹
介

第８回第８回

荒井秀行議長

【
市
の
概
要
】

▽
人
口
　
3
万
３
１
１
６
人

（
令
和
４
年
8
月
31
日
）

▽
面
積
　
２9・11
㎢

▽
歴
史
・
沿
革
　
島
根
半
島

が
自
然
の
防
波
堤
と
な
る
天

然
の
良
港
に
恵
ま
れ
、
北

前
船
に
よ
る
交
易
や
満
州
・

朝
鮮
と
の
大
陸
貿
易
に
よ
り
、

古
く
か
ら
港
町
と
し
て
繁
栄

し
て
き
た
。
昭
和
２9
年
６
町

村
合
併
に
よ
り
発
足
し
た
境

港
町
が
、
人
口
規
定
を
満
た

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
同
31
年

４
月
に
境
港
市
と
し
て
市
制

に
移
行
し
た
。い
わ
ゆ
る「
平

成
の
大
合
併
」
の
際
に
は
単

独
市
政
存
続
を
選
択
し
、
現

在
に
至
る
。

▽
シ
ン
ボ
ル
　
市
章
は
前
身

の
境
港
町
の
町
章
と
同
一
の

も
の
で
あ
り
、
さ
か
い
み
な

と
し
の「
さ
」を
港
の
波
頭
型

を
図
案
化
し
た
も
の
で
、
島

根
半
島
と
弓
浜
半
島
の
先
端

に
光
る
市
の
発
展
性
を
象
徴

し
て
い
る
。
市
の
花
は
「
き

く
」、
木
は
「
く
ろ
ま
つ
」。

【
議
会
の
概
要
】　

▽
議
員
定
数
　
15
人
（
現

在・男
性
14
人
、
女
性
１
人
）

▽
前
回
選
挙
　
令
和
４
年
２

月
６
日
。
立
候
補
17
人
。
投

票
率
50・２9
％
。

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
　
平
成

２6
年
４
月
の
議
会
基
本
条
例

施
行
以
来
、
様
々
な
議
会
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
年
２
月
の
改
選
を
機

に
、
議
案
審
議
の
充
実
、
議

会
運
営
の
効
率
化
な
ど
を
目

的
に
、
議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

本
市
は
、中
国
地
方
最
高
峰

の
大
山
を
望
む
長
さ
約
２0
㎞

の
大
砂
州「
弓
浜
半
島
」の
先

端
に
位
置
し
、三
方
が
海
に
開

け
、白
砂
青
松
の
美
し
い
海
岸

線
を
有
す
る
風
光
明
媚
な
街

で
す
。漫
画
家
水
木
し
げ
る
先

生
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、観
光

振
興
の
核「
水
木
し
げ
る
ロ
ー

ド
」
で
は
、妖
怪
た
ち
が
皆
様

を
お
出
迎
え
い
た
し
ま
す
。ま

た
、全
国
有
数
の
漁
獲
量
を
誇

る
「
境
漁
港
」
で
は
、
カ
ニ

や
マ
グ
ロ
な
ど
一
年
を
通
し

て
、豊
富
な
水
産
物
が
水
揚
げ

さ
れ
、新
鮮
な
海
の
幸
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
さ
か

な
と
鬼
太
郎
の
ま
ち
」境
港
市

に
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

末
の
導
入
に
向
け
、
現
在
、

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

で
議
論
を
進
め
て
い
る
。

市　章

お
知
ら
せ

次
号
の
旬
報
は
、
11

月
15
日
付
の
２
２
０
9

・
１
０
号
合
併
号
と
し

て
発
行
し
ま
す
。

医
師
不
足
の
早
期
解
消
要
望
決
定

経
営
基
盤
安
定
化

正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
議

正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
議

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都

市
議
会
協
議
会
（
会
長
＝
東

千
春
名
寄
市
議
会
議
長
）
は

10
月
13
日
、
名
寄
市
で
正
副

会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
議
を

開
催
し
、「
自
治
体
病
院
に
関

す
る
要
望
」
を
原
案
の
通
り

決
定
。全
加
盟
団
体
へ
要
望
書

を
送
付
し
、
地
元
選
出
国
会

議
員
ら
に
対
す
る
要
望
活
動

を
行
う
こ
と
や
、
正
副
会
長
・

監
事
・
相
談
役
が
11
月
15
日

に
政
府
要
職
ら
に
要
望
運
動

を
実
施
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

要
望
は
、
自
治
体
病
院
が

地
域
社
会
維
持
の
重
要
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
た
め
、
自
治
体
病
院
の
経

営
基
盤
の
安
定
化
や
医
師
不

足
等
の
早
期
解
消
を
図
る
こ

と
が
不
可
欠
と
し
て
、
財
源

措
置
、
医
師
確
保
対
策
等
―

な
ど
8
項
目
を
大
き
な
柱
と

し
て
い
る
（
左
掲
）。

ま
た
、▽
長
期
化
す
る
コ
ロ

ナ
禍
に
加
え
、
急
速
な
円
安

の
進
行
や
国
際
情
勢
の
不
安

定
化
の
影
響
で
物
価
高
騰
や

資
材
不
足
を
招
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
自
治
体
病
院
建
築

単
価
の
高
騰
に
係
る
対
応
と

し
て
、
病
院
事
業
債
に
措
置

さ
れ
る
地
方
交
付
税

の
対
象
と
な
る
建
築

単
価
の
上
限
（
１
㎡

当
た
り
40
万
円
）
を

実
勢
に
合
わ
せ
る
こ

と
▽「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
緊
急

東病院協会長
（名寄市）

包
括
支
援
交
付
金
」
に
つ
い

て
は
、
感
染
症
が
収
束
す
る

ま
で
の
間
は
支
援
を
継
続
す

る
こ
と
▽
今
後
の
新
た
な
感

染
症
の
発
生
等
を
想
定
し
た

医
療
提
供
体
制
強
化
の
た
め
、

地
域
医
療
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
自
治
体
病
院
に

対
す
る
丁
寧
な
説
明
や
調
整

に
よ
り
、
継
続
的
な
医
療
提

供
体
制
が
維
持
で
き
る
十
分

な
支
援
を
行
う
こ
と
―
な
ど
、

最
近
の
自
治
体
病
院
を
取
り

巻
く
状
況
等
を
踏
ま
え
た
要

望
事
項
を
追
加
し
て
い
る
。

会
議
で
は
こ
の
ほ
か
、
11

月
１
日
に
開
催
の
「
第
16
回

地
域
医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー
」

の
運
営
、
11
月
15
日
開
催

の
自
治
体
病
院
全
国
大
会

２
０
２
２
「
地
域
医
療
再
生

フ
ォ
ー
ラ
ム
」、
今
後
の
会

議
・
活
動
日
程
な
ど
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

自治体病院に関する要望

１ 財政措置
２ 医師確保対策等
３ 医師等の働き方改革
４ 新専門医制度
５ 救急医療
６ 地域医療構想
７ 被災地支援と自然災害

時等の医療確保
８ 新型コロナウイルス感染

症対策
※本会ホームページに全文掲載

自治体病院自治体病院
協 議 会協 議 会


